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“悪しき権力”とは断固闘ってい

きましょう！ 

 私は死ぬまで権力と闘っていく

決意だ。共に闘おう！ 

ＪＲ浦和電車区事件から 10年目の 2012年 11月 1日、ＪＲ東労組・支援する会

の共催のもと、「弾圧から 10年、美世志会と共にえん罪のない社会を目指す 11･1

大集会」は 2,000名を超える仲間の結集のもと、大成功をおさめました。 

 鈴木宗男さん、佐藤優さん、さらに田城参議院議員をはじめとする多くの衆・

参両議員の方々、そして「えん罪事件」を許さない多くの市民団体の方々から、

力強い連帯のあいさつをいただきました。 

 オープニングで、「若い者はついて来ない」という警察・検察の狙いを打ち砕き、

12地本から青年部の代表が堂々とこの間の闘いを報告しました。 

 10月 17日、民事裁判での 2名の懲戒解雇無効判決を突破口に、この 10年間の

闘いに自信をもち、職場･地域から、さらに闘い抜いていこうではありませんか！ 

 

２名の懲戒解雇無効判決を突破

口として、さらに闘い抜こう！ 

１０年の攻撃に抗して闘い

抜いた力に自信をもって闘

い抜こう 

これからも正々堂々と闘い抜いていく！ 

 

 

先日、分会大会に参加しようとした際の会社側

の対応に対して、現在の会社の実態を見て情けな

い気持ちになった。 

今後も私は国政の場で、司法の現実を変えてい

くために、組合員の皆さんと共に、支援する会の

皆さんと共にしっかりと発信していく決意だ。 

 

 

ＪＲ総連、ＪＲ東労組は仲間の信頼

がしっかりと確立されている。これ

は最も健全な民主主義の基本だ。だ

から私は支援し、共に闘っていく。 


